
パブリックコメントの回答について 

 

「多治見市立学校における医療的ケア実施要綱の制定について｣のパブリックコメン

ト募集手続きについては、令和６年５月８日から６月７日まで募集し、１名から１件の

意見が提出されました。 

いただいた意見と市の考え方は、以下のとおりです。 

いただいた意見の要旨 市の考え方 

１.「医療的ケア運営協議会の設置」につ

いて 

医療的ケア運営協議会の委員に栄養士

が入っているのに理学療法士や障害福祉

関係者等が委員に入っていない理由は何

か。「医療的ケアの実施」に限定したもの

であるからか。「医療的ケア実施」をする

ことで当事者がどんな教育環境で生活で

きるとよいのかを協議する場ではないの

か。 

厚労省及び文科省からの平成 28 年 6 月

の通知文「医療的ケア児の支援に関する保

健、医療、福祉、教育等の連携の一層の推

進について」には「支援の連携体制に努め

ること」と記されているが、それは福祉部

局の課題であるか。 

 

２.「校内医療的ケア安全委員会」につい

て 

対象児の「個別の教育支援計画」を作成

する際には、地域での在宅生活での医療的

ケアや支援の情報が欠かせないと思うが、

訪問看護師、訪問歯科衛生士、放課後等デ

イサービスで支援している看護師等が委

員に入っていない理由は何か。校内の医療

的ケアが安全に実施されることだけを目

的とする委員会ということか。 

 

 

 

 

 

 

 

医療的ケア運営協議会は、医療的ケアの

実施又は不実施の検討及び医療的ケアの

実施にかかる環境の整備を行う場として

います。医療的ケア児が安心安全に学校生

活を送るための医療的ケアの実施方法、緊

急時の対応方法等を協議する「医療的ケア

の実施」に限定したものとなります。 

本運営協議会の委員は、教育委員会が必

要と認める者も委員として委嘱するため、

福祉関係者等も必要に応じて委員とする

予定です。医療的ケア児の個々の状況に応

じて、学童保育の支援員、放課後デイサー

ビスの職員等、福祉関係者の参加も想定し

ています。 

 

 

「医療的ケア個別マニュアル」は、医療的

ケアに限定したものとなります。医療的ケ

ア児は、医療的ケアを実施すれば、医療的

ケア児ではない児童生徒と同様な教育が

受けることができるようにするためのも

ので、特別支援教育の「個別の教育支援計

画」とは別のものとなります。 

「校内医療的ケア安全委員会」は、校内

の医療的ケアを安全に行うための委員会

となります。複数の医療的ケア児を対象と

しますので、訪問看護師等を委員としては

いませんが、必要に応じて情報交換し、そ

の内容について本委員会で情報共有しま

す。 



３.本人や家族は誰に相談すればよいか 

 医療的ケアが実施される対象児となっ

てから、本人や家族が学校の医療的ケアの

内容、関わり、学習内容や教育環境につい

て不安を生じた場合には誰に相談したら

よいのか。 

 校内安全委員会に本人や家族が入れな

いとすれば、すぐに相談できる場所は「医

療的ケア実施体制ガイドライン」で示され

るのか。 

 

 

 

 

 

４.医療的ケア児の家族への支援は 

 医療的ケアに使用する日用品等を学校

で預かってもらえないという話しも他の

地域では聞く。自家用車で送迎するものの

駐車場が教室まで遠かったり、雨の日は濡

れながらだったりするとも聞く。登校する

準備に 30 分以上かかる医療的ケアの児童

もいて保護者の健康状態が悪ければ休ま

ないといけないこともある。学校生活での

些細な部分かもしれないが対応の工夫を

お願いする。 

 

 

 

 

 

医療的ケアの内容については、医学的な

判断が必要となるため、保護者は主治医に

相談しています。学校での医療的ケアは必

ず主治医の指示書に基づき実施していま

す。 

医療的ケア児は、医療的ケアを実施すれ

ば、学習内容についての支援は必要ない児

童生徒となり、学習支援が必要な場合は、

特別支援教育支援でサポートします。 

医療的ケア児への関わりや教育環境に

ついては、教育委員会や学校（看護師、担

任等）を相談の窓口としてご案内していま

す。 

 

 

学校は、集団生活となりますので、保護

者からの要望の中で対応困難なものもあ

るかもしれませんが可能な限り、保護者の

思いに十分配慮しつつ実施しています。医

療的ケア児が安心安全に教育を受けられ

ることを第一としています。 

 

 


